






















































































  田中 範裕 
）は、ヨルダン
南部のジャフル盆地に位置する初期遊牧民遺跡である。この
遺跡には、後期新石器時代にあたる第 4層の遺構と、前期青
銅器時代にあたり、板状スクレイパーの製作が確認されてい
る第 3層の円形遺構が存在する。また、第 3層からは、石灰
岩製の台石も報告されているが、これまでの研究では台石自
体の研究は行われていない。従って、本稿では、台石製作方
法をはじめとして、QATWの各遺構の板状スクレイパーとの
関係や台石の使用方法を明らかにすることを試みた。 
 台石の作業面の大きさや形状、台石の高さについての
の結果、台石の作用面および高さにおける規格性の存在が明
らかとなった。その結果、QATWにおける台石製作方法を明
らかにすることができた。遺跡全体の台石の高さの規格性は、
原石を調達する際の意図的な露頭の選択を表しており、台石
の形状は、作業面を円形に近づけようとする成形の意図を表
している。 
 また、各遺
察した。その結果、台石がこれまでいわれてきたような板状
スクレイパーの素材分割の際の作業台ではなく、板状スクレ
イパーの二次調整の際の作業台であることが示唆された。 
更に、分析の結果、台石製作技術の盛衰と板状スクレイパ
の盛衰はおおむね一致していることが判明した。また、都
市の盛衰は、板状スクレイパーの盛衰に大きく影響していた。
従って、都市の盛衰は、板状スクレイパーを通じて台石製作
技術にも影響を与えていたといえる。つまり、台石製作技術
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